
     

成城大学 教育イノベーションセンター 

どこでも、どんなときでも、それも！アクティブラーニング 

～参加者全員によるアクティブラーニングの発掘～ 

2015年度 第1回 FDワークショップ 

https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586


     
みなさん、こんばんは！ 

番号の席にお座りください。 

11 12 13 14 15 16 17 18 

21 22 23 24 25 26 27 28 

31 32 33 34 35 36 37 38 

41 42 43 44 45 46 47 48 

51 52 53 54 55 56 57 58 

61 62 63 64 65 66 67 68 

71 72 73 74 75 76 77 78 

81 82 83 84 85 86 87 88 



     事務連絡 

4. 提出資料 ご記入いただくアドバイス ご協力お願い 

1. 配付資料について 

2. アクティブラーニング教材の展示 

3. 懇親会での屋台村 

5. 写真撮影 ご協力のお願い 



     配付物の確認 付箋のみ提出 

15 32 



     後半に席替えをします 

15 32 



     後半のお席は？ 

11 12 13 14 15 16 17 18 

21 22 23 24 25 26 27 28 

31 32 33 34 35 36 37 38 

41 42 43 44 45 46 47 48 

51 52 53 54 55 56 57 58 

61 62 63 64 65 66 67 68 

71 72 73 74 75 76 77 78 

81 82 83 84 85 86 87 88 



呼び合うネーム 

     名札シール 



     アクティブラーニング 教材 紹介コーナー 



     ワークショップのながれ 90min 

18:00-18:05 主催挨拶 事務連絡 
18:05-18:10 ワークショップの趣旨 目的 
 

18:10-18:20 アイスブレイク 
18:20-18:30 アクティブラーニング事例紹介 
 

18:30-19:10 個人ワーク＆チームワーク（席替え） 
19:10-19:25 全員ワーク 質疑応答 まとめ 
 

19:25-19:30 終了挨拶 懇親会へ 
 
19:40-21:00 屋台村 自由な交流 



     主催挨拶 

教育イノベーションセンター 

センター長 

杉本 義行 
経済学部 教授 



キャリアセンター  

特別任用准教授 

勝又 あずさ 

     進行 



     ワークショップのながれ 90min 

18:00-18:05 主催挨拶 事務連絡 
18:05-18:10 ワークショップの趣旨 目的 
 

18:10-18:20 アイスブレイク 
18:20-18:30 アクティブラーニング事例紹介 
 

18:30-19:10 個人ワーク＆チームワーク（席替え） 
19:10-19:25 全員ワーク 質疑応答 まとめ 
 

19:25-19:30 終了挨拶 懇親会へ 
 
19:40-21:00 屋台村 自由な交流 



     ワークショップ のタイトル 

どこでも、どんなときでも、 

それも！アクティブラーニング 
 

～参加者全員によるアクティブラーニングの発掘～ 

https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586


     アクティブラーニングとは、 

学生にある物事を行わせ、 

行っている物事について考えさせること 

松下佳代（2015） 『ディープ･アクティブラーニング』 勁草書房  

教員による一方向的な講義形式の教育とは
異なり、学修者の能動的な学修への参加を
取り入れた教授・学習法の総称。 

文部科学省（2012） 

https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586
https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586
https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586
https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586


     ワークショップとは、 

普段とは異なるものの見方から発想する 

コラボレーションによる学びと創造の方法 

安斎勇樹 東京大学大学院情報学環 「ワークショップデザイン入門」 2015年11月 

https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586
https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586


     きょうのワークショップ 

どこでも、どんなときでも、 

それも！アクティブラーニング 
 

～参加者全員によるアクティブラーニングの発掘～ 

学生の主体性を促す実践を体験し、 

紹介もしあいながら、創発･化学反応 

https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586
https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586


     ワークショップの進行にあたり 

ご参加の諸先輩がたに自分ができること 

1. 皆様方が繋がるお手伝い 

2. 各実践の利活用の場づくり 

3. 事例などが参考になれば幸いです 



     ワークショップ の趣旨 

アクティブラーニングの手法を紹介しあう [活動目標] 
          

         学生の主体性について考える [学習目標]   

先生がたが普段行っている教室、どこでも！ 

先生がたが普段行っている授業、どんなときでも！ 

先生がたが普段行っている実践、それも！ 

https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586
https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586
https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586
https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586


     ワークショップ の問い 

座学で聴くだけでなく、互いの手法を共有し、 

今後の自身の授業に反映しあい、さらに発展させる。 

授業実践に焦点をあて、 

そこには、どんな取り組みがあって、 

どんな効果があるか、その趣旨はなにか 

https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586
https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586


教育現場で情熱を注いでいる皆様方 

ご挨拶 



     お隣のかたがきょうのペアです。 

11 12 13 14 15 16 17 18 

21 22 23 24 25 26 27 28 

31 32 33 34 35 36 37 38 

41 42 43 44 45 46 47 48 

51 52 53 54 55 56 57 58 

61 62 63 64 65 66 67 68 

71 72 73 74 75 76 77 78 

81 82 83 84 85 86 87 88 



ペアでお顔をあわせて、お願いします！ 



     きょうのグループです。よろしくお願いします！ 

11 12 13 14 15 16 17 18 

21 22 23 24 25 26 27 28 

31 32 33 34 35 36 37 38 

41 42 43 44 45 46 47 48 

51 52 53 54 55 56 57 58 

61 62 63 64 65 66 67 68 

71 72 73 74 75 76 77 78 

81 82 83 84 85 86 87 88 



グループで、お願いします！ 



     
赤いお席のかたが、その日の進行役＠キャプテン 

*赤いお席は、1の位も、2の位も、奇数のかた 

11 12 13 14 15 16 17 18 

21 22 23 24 25 26 27 28 

31 32 33 34 35 36 37 38 

41 42 43 44 45 46 47 48 

51 52 53 54 55 56 57 58 

61 62 63 64 65 66 67 68 

71 72 73 74 75 76 77 78 

81 82 83 84 85 86 87 88 



アナログのクリッカー 





     

大学 高校 企業 その他 

お仕事の現場は？ 



     お仕事の現場は？ 

東京 関東方面 関西方面 その他 



     参加動機は？ 

学び 発信 出逢い その他 

複数可 



創発の場 

学びあいのプラットフォームづくり 



どこでも。 



大教室でも。 



どんなときでも。 



だれでも。 



学生でも。 



学年 

専門 

教室 

属性 科目 

時間 

授業担当者 人数 

意識レベル 

状況･場面 

教育現場 



ご参加の皆様がたと、 

それぞれの実践を共有しあう場。 

実践共有、そのものを 

アクティブラーニングスタイルで。 

     ワークショップ のスタイル 

https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586
https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586


     ワークショップに臨み、 

アクティブラーニングは身体も動かしますので体力を使います！ 

授業でよく使う、耳と手と頭、だけでなく、 

口と心と身体も動かします。 



     ワークショップのながれ 90min 

18:00-18:05 主催挨拶 事務連絡 
18:05-18:10 ワークショップの趣旨 目的 
 

18:10-18:20 アイスブレイク 
18:20-18:30 アクティブラーニング事例紹介 
 

18:30-19:10 個人ワーク＆チームワーク（席替え） 
19:10-19:25 全員ワーク 質疑応答 まとめ 
 

19:25-19:30 終了挨拶 懇親会へ 
 
19:40-21:00 屋台村 自由な交流 



     アイスブレイク 



おなまえ ＆ きょうのわたし 







     席を移動しながら 90sec×3ラウンド 

11 12 13 14 15 16 17 18 

21 22 23 24 25 26 27 28 

31 32 33 34 35 36 37 38 

41 42 43 44 45 46 47 48 

51 52 53 54 55 56 57 58 

61 62 63 64 65 66 67 68 

71 72 73 74 75 76 77 78 

81 82 83 84 85 86 87 88 



あそびごころ♪ 

ワークショップ ＝ 遊び × 学び 
安斎（2015） 



     ワークショップのながれ 90min 

18:00-18:05 主催挨拶 事務連絡 
18:05-18:10 ワークショップの趣旨 目的 
 

18:10-18:20 アイスブレイク 
18:20-18:30 アクティブラーニング事例紹介 
 

18:30-19:10 個人ワーク＆チームワーク（席替え） 
19:10-19:25 全員ワーク 質疑応答 まとめ 
 

19:25-19:30 終了挨拶 懇親会へ 
 
19:40-21:00 屋台村 自由な交流 



     アクティブラーニング事例紹介 

キャリアデザイン科目 



     2015年度 キャリアデザイン科目 

正課科目（28クラス19科目） 

1年 

2年 

3年 

4年 

キャリア形成概論Ⅰ 

キャリア形成概論Ⅱ 

スタート･プログラムⅠ（街づくり） 

スタート･プログラムⅡ（商品企画） 
スタート･プログラムⅡ（旅行企画） 

ワークライフバランス論 

業界企業分析論 

就業力実践（経済・会計・法律） 

アドバンス・プログラム 

グローバルビジネス論 

チャレンジプログラム 

時事英語Ⅰ 

時事英語Ⅱ スタート･プログラムⅢ（起業） 

キャリアモデル･ケーススタディ 

職業選択論 

時事問題研究 



     キャリアデザインの授業 

１. 4年間の体系 
    成長段階にあわせて 

2. 理論と実践 
     頭で学び身体で掴み成果を出す 

3. 多角的連携 
  企業･地域・卒業生･学園内 



     キャリアデザインの授業 

正課科目（19科目 28クラス） 

1年 

2年 

3年 

4年 

キャリア形成概論Ⅰ 

キャリア形成概論Ⅱ 

スタート･プログラムⅠ（街づくり） 

スタート･プログラムⅡ（商品企画） 

スタート･プログラムⅡ（東京観光） 

ワークライフバランス論 

キャリアモデル･ケーススタディ 

業界企業分析論 

職業選択論 

時事問題研究 

就業力実践（経済・会計・法律） 

グローバルビジネス論 

チャレンジプログラム 

時事英語Ⅰ 

時事英語Ⅱ スタート･プログラムⅢ（起業） 

アドバンス･プログラム 

1年次前期 



     キャリア形成概論Ⅰ 

1年生ほぼ 前期  140名×2クラス 

全学共通教育科目 選択科目（抽選）  

自分と他人と社会を知る。 

大学で学ぶ意味と キャリア･将来を描く。 



     キャリアとは？ 授業では、 

自分らしい生きかた 
生き様 仕事人生 

職業だけでない、様々な役割 



     キャリア形成とは？ 

面: 人生 

線: キャリア 

点: できごと･仕事 



     キャリアを様々な視点･観点から 

鳥の目 

広い視野で 

一旦立ち止まって、自分の立ち位置を、 

(点･線･面) 

虫の目 

細かい視点で 

魚の目 

流れを読みながら 

長期的に 



     キャリアデザイン5つのステップ 

現在 誕生 

将来を描く これまでを振り返る 自分の今を見つめる 

社会における自分 

 明日からの行動 

将来 

※ 写真はイメージです © azusa.katsumata seijo university 



     キャリア形成概論Ⅰのながれ 

  1. オリエンテーション 

自分の今とこれまで   
  2. エニアグラム           
  3. ライフラインチャート                
  4. モチベーションの源を探る  
  5. 自分の価値観・人生観・仕事観  
  6. 自分のしたい・できる・すべきこと 
      

自分をとりまく社会 
  7. 即興劇公演（人生にもシナリオはない） 
  8. デザインシンキング（大学の学びがどのように活きるか） 
  9. 働くとは？ 社会に求められる人材とは？  
 

自分のこれから 
 10. ポジティブスタンス    
 11. キャリアビジョンを描く・未来年表  
 12. キャリアビジョンを掲げる・目標設定 
 13. キャリアプランを立てる・行動計画 
 14. みんなで創る授業 

 15. コミットメント！  



     毎回の授業（９０分間）のながれ 

イントロダクション → 前回のおさらい →レクチャー  

→ 個人ワーク→ ペア･グループワーク  

→ 全体シェア → 解説･まとめ → リフレクション 

考える → 書く → 話す → 聴く・訊く 

     → 意味づけ → 可能性がみえる。  
         <  耳 手 脳  ＆  口 心 身体 …  > 



     初年次キャリア教育にアクティブラーニングを導入する趣旨 

1. 体験を通して自分を知る。 

2. 対話を通して他者を知る。 

3. 自己理解を深め大学生活の目的･目標を立てる。 

4. 自ら主体的に学ぶ意識を形成する。 

5. 役を果たし自己肯定感･自己効力感を高める。 



授業を構成する一員として、学生が 

授業をつくる 

授業を改善する 







座席は毎回新しいペア･グループと 
（くじ引き） 

全員とコミュニケーション 





2 3 4 1 5 6 8 7 
10 11 121 12 9 13 14 16 15 
18 19 20 17 21 22 24 23 
26 27 123 28 25 29 30 32 31 
34 35 36 33 37 38 40 39 
42 43 125 44 41 45 46 48 47 
50 51 52 49 53 54 56 55 
58 59 127 60 57 61 62 64 63 

66 67 68 65 69 70 72 71 
74 75 129 76 73 77 78 80 79 
82 83 84 81 85 86 88 87 
90 91 131 92 89 93 94 96 95 
98 99 100 97 101 102 104 103 
106 107 133 108 105 109 110 112 111 
114 115 135 116 113 117 118 120 119 

122 

124 

126 

128 

130 

132 

134 

136 

137 138 139 140 

     
みなさん、こんにちは！ 

番号の席に座り、お隣と会話を楽しみましょう。まず、挨拶を！ 





2 3 4 1 5 6 8 7 
10 11 121 12 9 13 14 16 15 
18 19 20 17 21 22 24 23 
26 27 123 28 25 29 30 32 31 
34 35 36 33 37 38 40 39 
42 43 125 44 41 45 46 48 47 
50 51 52 49 53 54 56 55 
58 59 127 60 57 61 62 64 63 

66 67 68 65 69 70 72 71 
74 75 129 76 73 77 78 80 79 
82 83 84 81 85 86 88 87 
90 91 131 92 89 93 94 96 95 
98 99 100 97 101 102 104 103 
106 107 133 108 105 109 110 112 111 
114 115 135 116 113 117 118 120 119 

122 

124 

126 

128 

130 

132 

134 

136 

137 138 139 140 

     
みなさん、こんにちは！ 

番号の席に座り、お隣と会話を楽しみましょう。まず、挨拶を！ 





1 参加者1人1人は大切なパートナーです。 

  お互いの尊厳を大切にしましょう。 
 

2 極力 否定語は肯定語に置き換えて表現してみて下さい。 
 

3 本来、失敗はありません。あるのは、学びです。  
 

4 考えたこと、感じたこと、やりたいことをまず表現してみましょう。 
 

5 疑問も大切にしましょう。 
 

6 お互いのオープンなシェアリング（共有化）が 

    新しい観方を拡げます。 
 

7 知ったプライバシー情報は口外せず、話は心で聴きましょう。 
 

8 みんなの意見を大事にする場をつくっていきましょう。 



不満は 提案に！ 
当事者意識をもち改善する（後まわしをせずにその場で） 

不安は 質問に！ 
わからないと悩むより訊いてみる。 

不服は 要望に！ 
…してもらえないと影で言わずオープンに伝える 

「不満は提案に」は立教大学の日向野幹也先生の言葉をお借りし、上記ようにアレンジしました。 



     グランドルール 

15 32 



授業をつくる当事者として意見を出す。 
 

みんなの改善で成り立つ授業ということをオリエンテーションから伝える 





     毎回のレスポンスシートに 

「勝又への質問･意見、提案など、なんでも。気楽に！」 
 （言いにくいことでも、この授業の発展のためにお願いします。） 



     学生の本音も改善に応用 

■ この授業を、よりよい授業にするために、自分自身に、
今何ができますか。」 

 

  特になし。 
 

 

■ 勝又への質問･意見、提案など、何でも。気楽に！ 

 

  授業すぎてつまらない。 



学生企画進行のアイスブレイク 







ゲストセッションの前座･司会 









学生が授業90分間を企画進行 















     学生の本音も改善に応用 

■ この授業を、よりよい授業にするために、自分自身に、
今何ができますか。」 

 

  90分間雑談。 
 

 

■ 勝又への質問･意見、提案など、何でも。気楽に！ 

 

  スライドが多い。 



     レスポンスシートの学生のコメントより抜粋 

 授業に対して、真剣に取り組む学生とそうでない学生
がいる。真剣に取り組む学生にとって今の授業はすごく
役立つものと感じるが、私は無関心層が人生について
本気で考えてほしいと思う。その考慮が必要だと思う。 
 

 自分を見つめなおすには素晴らしい授業だと思うが、
あまりにも学生に期待しすぎているのでは？と思うことも
ありました。 



     レスポンスシートの学生のコメントより抜粋 

 わたしの考えですが、話をしている人たちに先生が注
意をする必要はない。話している人をみて嫌だと感じる
人たちが自分で注意をすべきだと思う。足を引っ張るよう
な言動や行動をする人はたくさんいます。 

 先生は全体のためといいますが、悪い面に目を向けて
この講義のよい面に集中していません。集団で行動して
いることが多かったのでわかりますが、楽しいものには必
ず人は集中します。 



     レスポンスシートの学生のコメントより抜粋 

うるさい人に対して、不快に感じたらみんなが何かアク
ションをおこしたらいいのにと思いました。今回はとても
不快でしたが、私には何もできませんでした。 

「学生が注意をする」 ロールプレングを行なう。 
（別クラスで実施） 



     ロールプレイング 1min 

隣の席で、 

注意しようとしている学生 
授業中に携帯を操作して、
場づくりを妨げている学生 





     学生に遠慮なく改善点を指摘してもらうための工夫 

履修生の改善案をできるだけすぐに実行 
→こちらの誠意も伝える 
  

履修生の提案をスライドに投射して共有 
→かなりのネガティブコメントも公表し、こういうことを伝えてもよいとい
う場をつくる 
  

“このクラスをよくしていくための提案“の意見交換を 
アイスブレイク等で行う 
 

よいコメントも否定的なコメントも成績評価には関係が
ないことを伝える 



このクラスを科学しよう！ 



     ワークショップのながれ 90min 

18:00-18:05 主催挨拶 事務連絡 
18:05-18:10 ワークショップの趣旨 目的 
 

18:10-18:20 アイスブレイク 
18:20-18:30 アクティブラーニング事例紹介 
 

18:30-19:10 個人ワーク＆チームワーク（席替え） 
19:10-19:25 全員ワーク 質疑応答 まとめ 
 

19:25-19:30 終了挨拶 懇親会へ 
 
19:40-21:00 屋台村 自由な交流 



     個人ワーク＆チームワーク 



     

記入して提出願います。是非、何枚でも！ 

事前課題を使用します 

個人ワーク 



懇親会の間に皆様に配付します 
ご希望のかたにはデータをメール添付します。 

成果物「わたしのアクティブラーニング」 



     ユニークなディスカッションスタイル 

ワールドカフェ  
を、アレンジしました！ 



     ワールドカフェとは？ 

知識や知恵は、機能的な会議室の中で生
まれるのではなく、人々がオープンに会話を
行い、自由にネットワークを築くことのできる
カフェのような空間でこそ創発される、という
考え方に基づいた話し合いの手法 



     自分の、グループナンバー A-1、B-2、… 
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1回目と3回目のディスカッション 
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2 3 4 

2回目のディスカッション 



2 3 4 1 5 6 8 7 
10 11 121 12 9 13 14 16 15 
18 19 20 17 21 22 24 23 
26 27 123 28 25 29 30 32 31 
34 35 36 33 37 38 40 39 
42 43 125 44 41 45 46 48 47 
50 51 52 49 53 54 56 55 
58 59 127 60 57 61 62 64 63 

66 67 68 65 69 70 72 71 
74 75 129 76 73 77 78 80 79 
82 83 84 81 85 86 88 87 
90 91 131 92 89 93 94 96 95 
98 99 100 97 101 102 104 103 
106 107 133 108 105 109 110 112 111 
114 115 135 116 113 117 118 120 119 

122 

124 

126 

128 

130 

132 

134 

136 

137 138 139 140 

     
みなさん、こんにちは！ 

番号の席に座り、お隣と会話を楽しみましょう。まず、挨拶を！ 



     カフェ ポイント 

1. リラックス♪しながら、自由に対話を。 
   正解を出すことを目的にしない 互いに気付き、学びあう  

   
 

2. 発言をみんながシートにメモする。 
   話のあしあとがビジュアルで残る   新たな発想が発展する 
 

 

 

3. 全員で語り合うような一体感 
   いろいろな人と意見を発展していく（間接的にも） 

   全員が意見を言うことになる（取り残され感がない） 



     きょう ここでのルール 

1.  1回の発言は短めに簡潔に  
  多くの人の多くの意見が飛び交う 

 

2.  相手の話をしっかり聴こう 
 

3.  人の意見を否定しない 
 

4.  ここでは正解を求めない（議論より共有） 
       正解は一つではない 
 

5.  多少の脱線もOKにしよう！  
        そこから解釈し意味づけよう 
 

6.  自分の意見を自分の言葉で語ろう 



ディスカッション① 



     ディスカッション①のテーマ 

チームで実践等を共有し、 

アクティブラーニングの効果的手法を考える。 

事前課題をもとに、新しい手法を発掘しても、 

実践を組み合わせても、発展させても。 



     
チームで実践等を共有 

ユニークなアクティブラーニング活動を発掘 

例えば、 

ひとこと自己紹介&発表（キャプテンから時計回りに）     …７min 

何かひとつ考えて、膨らませる               …7min 



     きょうのグループです。よろしくお願いします！ 

11 12 13 14 15 16 17 18 

21 22 23 24 25 26 27 28 

31 32 33 34 35 36 37 38 

41 42 43 44 45 46 47 48 

51 52 53 54 55 56 57 58 

61 62 63 64 65 66 67 68 

71 72 73 74 75 76 77 78 

81 82 83 84 85 86 87 88 



     
赤いお席のかたが、その日の進行役 

*赤いお席は、1の位も、2の位も、奇数のかた 

11 12 13 14 15 16 17 18 

21 22 23 24 25 26 27 28 

31 32 33 34 35 36 37 38 

41 42 43 44 45 46 47 48 

51 52 53 54 55 56 57 58 

61 62 63 64 65 66 67 68 

71 72 73 74 75 76 77 78 

81 82 83 84 85 86 87 88 



グループで、お願いします！ 





     
チームで実践等を共有 

ユニークなアクティブラーニング活動を発掘 

例えば、 

ひとこと自己紹介&発表（キャプテンから時計回りに）     …７min 

何かひとつ考えて、膨らませる               …7min 



席替えです！ 



     青い番号の席に移動をお願いします 

15 32 



     後半のお席は？ 

11 12 13 14 15 16 17 18 

21 22 23 24 25 26 27 28 

31 32 33 34 35 36 37 38 

41 42 43 44 45 46 47 48 

51 52 53 54 55 56 57 58 

61 62 63 64 65 66 67 68 

71 72 73 74 75 76 77 78 

81 82 83 84 85 86 87 88 



     これからのチームです。よろしくお願いします！ 

11 12 13 14 15 16 17 18 

21 22 23 24 25 26 27 28 

31 32 33 34 35 36 37 38 

41 42 43 44 45 46 47 48 

51 52 53 54 55 56 57 58 

61 62 63 64 65 66 67 68 

71 72 73 74 75 76 77 78 

81 82 83 84 85 86 87 88 



     
赤いお席のかたが、その日の進行役＠キャプテン 

*赤いお席は、1の位も、2の位も、奇数のかた 

11 12 13 14 15 16 17 18 

21 22 23 24 25 26 27 28 

31 32 33 34 35 36 37 38 

41 42 43 44 45 46 47 48 

51 52 53 54 55 56 57 58 

61 62 63 64 65 66 67 68 

71 72 73 74 75 76 77 78 

81 82 83 84 85 86 87 88 



グループで、お願いします！ 



ディスカッション② 



     ディスカッションのテーマ 

チームで実践等を共有し、 

アクティブラーニングの効果的手法を考えた 

キャプテンは目の前のシートの 説明を 

⇒移動してきたかたは さらなる提案を 



     
チームで実践等を共有 

ユニークなアクティブラーニング活動を発掘 

例えば、 

キャプテンが発表（シート活用） 助言（ポストイット活用）  … 3min 

“自分たちグループでは…” 創発！           … 10min 



     

懇親会会場に掲示します。 

チームで実践等を共有 

ユニークなアクティブラーニング活動を発掘 



     ワークショップのながれ 90min 

18:00-18:05 主催挨拶 事務連絡 
18:05-18:10 ワークショップの趣旨 目的 
 

18:10-18:20 アイスブレイク 
18:20-18:30 アクティブラーニング事例紹介 
 

18:30-19:10 個人ワーク＆チームワーク（席替え） 
19:10-19:25 全員ワーク 質疑応答 まとめ 
 

19:25-19:30 終了挨拶 懇親会へ 
 
19:40-21:00 屋台村 自由な交流 



     全員ワーク 質疑応答 まとめ 



     全体シェア 

・ ディスカッションの内容 
         どんな会話が交わされたか 感想等 

・ 質疑応答 
         全体を通して、質問を全員と共有 

・ お名前 ご所属 

議論内容の共有  質問も全員と共有 



     マイクバトン 

きょうの発見を熟語で 
30名＠4min 



大人数のメリットを活かす。 

全員がマイクを持つ。 



     マイクバトン ＠4min 

11 12 13 14 15 16 17 18 

21 22 23 24 25 26 27 28 

31 32 33 34 35 36 37 38 

41 42 43 44 45 46 47 48 

51 52 53 54 55 56 57 58 

61 62 63 64 65 66 67 68 

71 72 73 74 75 76 77 78 

81 82 83 84 85 86 87 88 



     マイクバトン 

きょうの発見を熟語で 
30名＠4min 



発展 

＠katsumata 



     
参考 MOST 大学教員の教育研修の場 

京都大学 高等教育研究開発推進センター 

https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=416867481932852
https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586


     
ご承諾のお願い MOS宝 
京都大学 高等教育研究開発推進センター 

https://most-keep.jp/treasure/mostreasure/index
https://most-keep.jp/keep25/toolkit/html/snapshot.php?id=504523855172586


     きょうの感想ご記入 提出 のお願い 

良かった点 改善点 感想など 次回の 

ワークショップでの
提案！ 

複数可 付箋の余分あります 



     全員で共有 

懇親会場に掲示します 



     

記入して提出願います。是非、何枚でも！ 

提出をお願いします 



懇親会の間に皆様に配付します 
ご希望のかたにはデータをメール添付します。 

成果物「わたしのアクティブラーニング」 



ペアに、チームメンバーに。 



     Fin 

「所求第一義」 ： 常に究極の真理、至高の境地を求めよ 



     《参考》 グループワークの席の移動 

11⇒11 12⇒16 13⇒13 14⇒38 15⇒15 16⇒36 17⇒17 18⇒34 

21⇒24 22⇒46 23⇒27 24 ⇒64 25⇒28 26 ⇒42 27 ⇒47 28 ⇒21 

31⇒31 32⇒12 33⇒33 34⇒18 35⇒35 36⇒32 37⇒37 38⇒14 

41⇒44 42 ⇒62 43 ⇒23 44 ⇒54 45⇒61 46 ⇒22 47 ⇒43 48 ⇒45 

51⇒51 52 ⇒63 53⇒53 54 ⇒41 55⇒55 56 ⇒♡ 57⇒57 58 ⇒♡ 

61⇒48 62 ⇒26 63 ⇒52 64 ⇒25 65 ⇒♡ 66 ⇒♡ 67 ⇒♡ 68 ⇒♡ 

71 72 73 74 75 76 77 78 

81 82 83 84 85 86 87 88 


